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論 文 内 容 の 要 旨
テクネチウムは原子番号43番の, 天然には殆んど産出しないと考えられている元素であるが, 人工的に
合成された92Tcから107Tcまで21種の核種が知られている. それらのうち最も早 く発見された95m廿C は












先ず, K2TcC16 を 12M ないし1M の塩酸に溶解すると 12M 塩酸溶液の吸収スペクトルは変化しない
が8M以下の塩酸濃度では光照射によってその吸収スペクトルが変化すること, 然し 12M ないし 3M の
問の塩酸溶液の吸収スペクトルは 3107n FL と 362m FLに等吸収点があり, 分子吸光係数は夫 6々,000および
3,500であること, 従ってこの波長を利用してテクネチウムの吸光分析を行なうことができること, を見
出している｡ ついで 8M ないし 1M の各種塩酸濃度の溶液からイオン交換樹脂を用いて 〔TcC16〕2~ 以外
の三種のテクネチウムクロロ錯体を分離しており, その夫々について錯体の電荷をイオン交換平衡から求












なお参考論文その一･, その二はヂチゾン抽出によって海草中の亜鉛, 鍋, 鉛などの分離濃縮を行なったの
ちポ- ラログラフ分析法を適用して, 海洋生物に関する新しい知見を得たものであり, その三からその九
までは放射化学に関する研究である｡ すなわちその三ではカドミニウムに 37Mevまでの種々のエネルギ
- の陽子衝撃を行なった場合の反応の励起関数を求めたものであり, その四はテ トラシアノニッケルカリ
ウムのホットア トム効果に関する研究, その五はテクネチウムの蒸滑, その六, その七はその分光光度定
量, その^ , その九は同クロロ錯体の光加水反応に関する研究であって, いずれも主論文の研究に密接に
関連している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
原子番号43番のテクネチウムは天然に産出しないので専ら人工的に合成された核種によって, その化学
的性質が検討されており, その原子価状態としては+7から- 1まですべての段階が存在し得ることが知
られている｡ しかし多 くの化学的研究は最も安定な+7価の過テクネチウム酸に関するものであって, よ
り金属的な低原子価状態の化合物についての研究はあまり行なわれていない｡





と塩酸によって還元して K2TcC16 を生成させ, これを種々の濃度の塩酸に溶解して, それらの吸収スペ
クトルを測定しているが, その際吸収スペクトルは光の強度と塩酸の濃度に依存して, ある平衡に達する












〔TcC15(H20)〕1- 235m FL 19,200
〔TcC14(H20)2〕0 354m FL 5,500











また主論文参考論文を通 じて豊富な知識および優れた研究能力をもっていることを認める こ とができ
る｡
よって本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める0
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